
高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟中
（今後再開する予定）

休棟中
（今後廃止する予定）

介護保険施設等 計

平成
30年度

県立大島病院 奄美市 10 321 0 0 0 50 0 381

名瀬徳洲会病院 奄美市 6 119 42 103 0 0 0 270

笠利病院 奄美市 0 0 0 89 0 0 0 89

瀬戸内徳洲会病院 瀬戸内町 0 60 0 0 0 0 0 60

喜界徳洲会病院 喜界町 0 40 0 49 0 0 0 89

徳之島徳州会病院 徳之島町 0 119 37 42 0 0 0 198

沖永良部徳洲会病院 知名町 0 60 0 72 0 0 0 132

与論徳洲会病院 与論町 0 49 0 32 0 0 0 81

大島郡医師会病院 奄美市 0 33 115 40 0 0 0 188

奄美中央病院 奄美市 0 55 55 0 0 0 0 110

宮上病院 徳之島町 0 41 0 0 0 0 0 41

大島保養院 瀬戸内町 0 0 0 0 0 12 0 12

国立療養所奄美和光園 奄美市 0 144 0 0 0 0 0 144

奄美市笠利国民健康保険診療所 奄美市 0 0 0 0 19 0 0 19

喜界町国民健康保険診療所 喜界町 0 0 0 0 19 0 0 19

むかいクリニック 奄美市 0 19 0 0 0 0 0 19

益田泌尿器科医院 奄美市 0 19 0 0 0 0 0 19

朝沼クリニック 奄美市 0 18 0 0 0 0 0 18

和光整形外科 奄美市 0 19 0 0 0 0 0 19

記念クリニック奄美 奄美市 0 0 11 0 0 0 0 11

南大島診療所 瀬戸内町 0 8 0 0 0 0 0 8

いづはら医院 瀬戸内町 0 19 0 0 0 0 0 19

瀬戸内町へき地診療所 瀬戸内町 0 19 0 0 0 0 0 19

徳之島診療所 徳之島町 0 0 19 0 0 0 0 19

伊仙クリニック 伊仙町 0 0 0 19 0 0 0 19

朝戸医院 和泊町 0 0 0 19 0 0 0 19

本部医院 知名町 0 19 0 0 0 0 0 19

大蔵医院 知名町 0 16 0 0 0 0 0 16

龍美クリニック 与論町 0 0 0 8 0 0 0 8

16 1,075 279 473 38 62 0 1,943

【奄美保健医療圏】 平成30年度病床機能報告制度集計結果（H31.2.15時点）
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１　病床機能報告と2025（H37）年の必要病床数

2025(H37)年に
おける医療需要

2018年
（H30年）

①

2025年
(H37年)

②

患者住所地
ベース

医療機関所在地
ベース

高 度 急 性 期 16 16 87.3 58.4 58.4 75% 78

急 性 期 1,075 999 349.4 290.6 290.6 78% 373

回 復 期 279 339 439.1 366.0 424.8 90% 472

慢 性 期 473 455 313.7 289.6 314.6 92% 342

休 棟 等 102 118 － － － － －

介護保険施設等 0 18 － － － － －

計 1,945 1,945 1189.5 1004.6 1088.4 － 1,265

２　病床機能報告（確定値）における病床数と2025(H37)年必要病床数との差

2018年
（H30年）

①－Ａ

2025年
(H37年)

②－Ａ

高 度 急 性 期 △ 62 △ 62

急 性 期 702 626

回 復 期 △ 193 △ 133

慢 性 期 131 113

休 棟 等 102 118

介護保険施設等 0 18

計 680 680

必要
病床数
（床）

Ａ

医療機能

H30年度報告との差

H30年度報告

○奄美医療圏の平成30年度病床機能報告（確定値）と地域医療構想における必要病床数との比較について

医療機能

地域医療構想

2025(H37)年における医療受給（医療提供体制）

当該構想区域
に居住する患者

の医療需要
（人/日）

現行の医療提供体制が
変わらないと仮定し，
患者の流出入が現状の
まま継続するものとし

て推計（人/日）

将来のあるべき医療
提供体制を踏まえ他
の構想区域に所在す
る医療機関により供
給される量を増減し
て推計（人/日）

病　床
稼働率

病床機能報告（確定値）

【病床機能報告制度について】

１ 基本的な考え方

病床機能報告は，医療機関のそれぞれの病棟が担っている医療機能を把握し，その報告を基に地域における医療機能

の分化・連携を進めることが目的です。

２ 対象

平成30年７月１日時点で一般病床，療養病床を有する病院及び有床診療所

３ 内容

2018年（平成30）年７月１日時点において，病棟ごとに病床が担う医療機能（高度急性期，急性期，回復期，慢性期）を
医療機関の判断で選択し，回答するものです。
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